
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
梅
雨
晴
れ
の
夏
の
光
も
強
き

折
節
（
お
り
ふ
し
）
で
す
。 

昨
日
（
七
月
十
六
日
） 

の
午
後
の
空
は
、
澄
み
切
っ
た
青
空
で
、
先
月
号
に
も

記
述
（
き
じ
ゅ
つ
）
し
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
、「
雨
過
天

晴
雲
破
処
（
う
か
て
ん
せ
い
く
も
や
ぶ
る
と
こ
ろ
）」
の

蒼
天
（
そ
う
て
ん
）
で
あ
り
ま
し
た
。 
止
（
や
）
ま

な
い
雨
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
世
相
は
、「
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
」
は
た
ま
た
、
令
和
二
年
豪
雨
災
害
で
、

漆
黒
（
し
っ
こ
く
）
の
雲
に
覆
（
お
お
）
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、「
き
っ
と
必
ず
、
蒼
天
を
見
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
い
う
希
望
の
光
を
信
じ
て
、
今
あ
る
命

に
感
謝
を
申
し
上
げ
な
が
ら
過
日
（
か
じ
つ
）
し
た
い

も
の
で
す
。 

 

◇
さ
て
、
私
共
の
祭
典
奉
仕
の
絶
対
条
件
は
、
清
浄
（
せ

い
じ
ょ
う
）、
祓
（
は
ら
）
い
で
す
。 

神
社
神
道
は
、

何
よ
り
も
清
浄
を
尊
び
ま
す
。 

祓
（
は
ら
い
）
と
い

う
の
は
、「
晴
（
は
）
る
晴
れ
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。 

前
述
し
た
、「
雨
過
天
晴
雲
破
処
」
に
通
じ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、「
張
る
」
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。 

つ
ま
り
は
、
常
日
頃
（
つ
ね
ひ
ご
ろ
）

は
、
気
持
ち
を
明
る
く
爽
（
さ
わ
や
）
か
に
、
そ
し
て
、

果
た
す
べ
き
役
割
を
担
っ
た
時
に
は
、
緊
張
し
自
覚
し 

   
 
 
 
 

 

  

覚
悟
を
も
っ
て
事
に
あ
た
る
、
こ
れ
が
、「
祓
」
に
込
め

ら
れ
た
意
味
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。 

 

◇
実
は
、
そ
の
こ
と
を
、
宮
司
プ
レ
ス
既
刊
号
（
き
か

ん
ご
う
）
に
も
記
述
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
天
武

天
皇
様
は
、「
明
浄
正
直
（
め
い
じ
ょ
う
せ
い
ち
ょ
く
） 

勤
務
追
進
（
き
ん
む
つ
い
し
ん
）」
と
仰
せ
に
な
り
諭

（
さ
と
）
さ
れ
ま
し
た
。 

明
る
く
澄
み
切
っ
た
清
ら

か
な
心
、
公
明
正
大
な
嘘
を
つ
か
な
い
正
し
い
心
、
ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
ブ
レ
な
い
」
強
い
心
、
こ
れ

が
、「
明
浄
正
直
」
で
す
。 

そ
し
て
、
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
や
り
と
げ
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
す
、

こ
れ
が
、「
勤
務
」
で
す
。 

さ
ら
に
、
競
争
に
遅
れ
ず
、

人
と
の
競
い
は
常
に
先
頭
を
ひ
た
す
ら
走
り
続
け
る
、

こ
れ
が
、「
追
進
」
な
の
で
す
。 

常
日
頃
の
心
掛
け
と

社
会
生
活
の
目
標
を
示
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

◇
今
月
の
一
日
よ
り
九
日
ま
で
、
手
水
舎
（
て
み
ず
し

ゃ
）
に
、
境
内
の
紫
陽
花
（
あ
じ
さ
い
）
の
花
や
い
ろ

い
ろ
な
花
び
ら
を
浮
か
べ
て
み
ま
し
た
。 

「
花
手
水

（
は
な
て
み
ず
）」
で
す
。 

裏
面
に
写
真
を
掲
載
し
ま

し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
世
相
で
も
あ
り
ま
す
し
、
想
定

外
の
自
然
災
害
の
猛
威
が
報
道
さ
れ
る
毎
日
、
気
持
ち

だ
け
で
も
「
晴
る
、
晴
れ
る
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願

い
を
込
め
て
「
花
手
水
」
を
こ
こ
ろ
み
ま
し
た
。 

次

回
は
、
七
月
二
十
二
日
（
水
）
よ
り
七
月
二
十
六
日
（
日
）

さ
ら
に
、
八
月
七
日
（
金
）
よ
り
八
月
十
六
日
（
日
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

中
世
室
町
時
代
に
「
能
」
を

大
衆
芸
能
か
ら
「
芸
術
」
に
高
め
た
、
所
謂
（
い
わ
ゆ

る
）
昇
華
（
し
ょ
う
か
）、
さ
せ
た
の
が
観
阿
弥
世
阿
弥

（
か
ん
あ
み
ぜ
あ
み
）
親
子
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
息

子
さ
ん
の
世
阿
弥
が
著
（
ち
ょ
）
し
た
「
風
姿
花
伝
書

（
ふ
う
し
か
で
ん
し
ょ
）」
に
は
、「
秘
す
れ
ば
花 

秘

せ
ず
は
花
な
か
る
べ
し
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

美

し
い
も
の
に
は
言
葉
は
い
ら
な
い
、
言
葉
で
多
く
を
語

り
着
飾
っ
た
と
こ
ろ
で
本
物
で
は
な
い
、「
秘
め
た
多

言
（
た
げ
ん
）」
と
仰
（
お
っ
し
ゃ
）
い
ま
し
た
。 

詩

人
の
相
田
み
つ
を
さ
ん
の
詩
に
、「
美
し
い
も
の
を
美

し
い
と
い
え
る
あ
な
た
の
心
が
美
し
い
」
と
あ
り
ま
す
。 

神
社
神
道
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、「
真
善
美
（
し
ん

ぜ
ん
び
）
で
す
が
、
な
か
で
も
「
美
」
を
も
っ
と
も
尊

重
し
て
い
ま
す
。 

今
号
は
、
紙
面
の
関
係
で
、「
真
善

美
」
に
つ
い
て
詳
述
（
し
ょ
う
じ
ゅ
つ
）
で
き
ま
せ
ん

が
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
神
様
が
宿
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
考
え
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
神
様
を
お
祭
り
す
る
の

は
、「
美
」
を
尊
ぶ
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。 

 

◇
坂
村
真
（
さ
か
む
ら 

し
ん
み
ん
）
さ
ん
の
詩
に
、

「
鳥
は
飛
ば
ね
ば
な
ら
な
い 

人
は
生
き
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
あ
り
ま
す
。 

今
の
世
相
で
も
、「
晴
れ
る
、

張
る
」、「
明
浄
正
直 

勤
務
追
進
」
を
生
活
の
目
当
て

に
し
て
、
御
多
幸
な
暮
ら
し
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 
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司
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令
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七
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◇
六
月
の
祭
典
行
事
会
議
報
告 

 
▼
月
次
祭 

 
 

＊
六
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

 
 

＊
六
月
一
日 

 

▼
貴
布
禰
稲
荷
神
社
例
祭 

 
 

＊
六
月
六
日 

 

▼
海
士
郷
恵
比
須
神
社
例
祭 

 
 

＊
六
月
十
日 

 

▼
柴
田
家
本
城
家
結
婚
式 

 
 

＊
六
月
二
十
一
日 

 

▼
大
祓
式 

＊
六
月
三
十
日 

 

▼
神
社
庁
関
係 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
役
員
会
、
山
口
県
神
社
庁
教
化

委
員
会
、
山
口
県
神
社
庁
協
議
員
会 

 
 
 

＊
六
月
四
日 

 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◆
例
会 

＊
六
月
三
日
、
十
七
日
、
二
十
四
日 

 
 

◆
ク
ラ
ブ
協
議
会 

＊
六
月
三
日
、
十
二
日 

 
 

◆
下
関
市
内
５
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
幹
事
会 

 
 
 

＊
六
月
十
七
日 

 

▼
し
も
の
せ
き
木
鶏
ク
ラ
ブ 

 
 

＊
六
月
一
日 

 
 
 

※
し
も
の
せ
き
木
鶏
ク
ラ
ブ
は
、
月
刊
「
致
知
」

の
愛
読
者
の
集
ま
り
で
、
二
ヶ
月
に
一
回
、

そ
れ
ぞ
れ
の
読
後
の
感
想
を
発
表
す
る
サ

ー
ク
ル 

◇
七
月
の
祭
典
行
事
会
議
報
告
並
び
に
予
定
事
項 

 

▼
手
水
舎
を
花
手
水
に
し
ま
し
た
！ 

 
 

＊
七
月
一
日
～
七
月
九
日
ま
で 

 
 

 

▼
限
定
御
朱
印
頒
布
中 

 
 

＊
御
初
穂
料 

上
：
五
百
円 

下:

八
百
円 

 
 

 
 

▼
月
次
祭 

＊
七
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
祢
神
社
月
次
祭 

＊
七
月
一
日 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
七
社
祭 

＊
七
月
九
日 

 
 

※
六
連
島
の
島
内
に
あ
る
、
大
歳
神
社
、
恵
比
須 

神
社
二
社
、
貴
布
祢
神
社
、
宗
像
神
社
、
峯
像

神
社
、
西
海
大
明
神
の
世
話
人
が
、
新
し
い
注

連
縄
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
伝
承
さ
れ
た
お

供
え
物
を
持
参
。 

お
社
を
遥
拝
（
よ
う
は
い
）

す
る
か
た
ち
で
祭
典
を
斎
行
。 

終
了
後
、
授

け
ら
れ
た
神
様
の
お
召
し
物
（
オ
キ
ヌ
と
い

う
）
と
御
幣
、
注
連
縄
を
捧
げ
持
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
の
お
社
に
飾
り
付
け
を
行
ひ
参
拝
を
す
る

神
事
。 

▼
田
の
首
八
幡
宮
夏
越
祭 

＊
七
月
十
九
日 

▼
六
連
島
八
幡
宮
夏
越
祭 

＊
七
月
二
十
五
日 

 
 

※
祭
典
後
、
島
内
の
三
十
二
軒
の
家
を
一
軒
一
軒

お
祓
い
し
て
ま
わ
る
、
戸
別
祓
い
を
実
施 

▼
彦
島
八
幡
宮
夏
越
祭 

＊
七
月
二
十
九
日 

▼
海
士
郷
恵
美
須
神
社
夏
越
祭 

＊
七
月
三
十
一
日 

▼
神
社
庁
関
係 

 
 

 
 

◆
山
口
県
神
社
総
代
会
役
員
会
、
山
口
県

神
社
庁
役
員
会 

＊
七
月
十
三
日 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
支
部
長
事
務
局
長
会
議 

 
 

 

＊
七
月
十
四
日 

▼
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
教
誨
活
動 

 
 

◆
入
所
時
指
導 

＊
七
月
十
五
日 

 
 

◆
集
合
教
誨
女
子 

＊
七
月
二
十
七
日 

▼
そ
の
他 

 

 
 

◆
下
関
市
中
央
倫
理
法
人
会
モ
ー
ニ
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 

＊
七
月
二
日 

 
 

  

※
午
前
六
時
よ
り
当
宮
に
て
開
催 

 
 

◆
下
関
ト
イ
レ
掃
除
の
会
清
掃
奉
仕
作
業 

 
 

 

＊
七
月
十
九
日
早
朝 

 
 

◆
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
七
月
二
十
二
日 


